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﹁
住
民
が
主
役
の
ま
ち
﹂
を
目
指
し

　
　
　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

御
浜
町
で
は
、
昨
年
策
定
し
ま
し
た
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
」
と
「
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
運

営
の
あ
り
方
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
、

「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
、「
行
政
運
営

の
健
全
化
」、「
住
民
自
治
の
確
立
」、
そ
れ
に
「
地
域
課
題
へ

の
対
応
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
施
策
や
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
務
事
業
の
内
容
や
進
め
方
を
見
直

す
こ
と
を
基
本
に
、
事
業
の
削
減
や
縮
小
、
ま
た
、
新
た
に
活

力
を
生
み
出
す
た
め
の
事
業
の
組
み
立
て
な
ど
、「
自
律
を
し

な
が
ら
自
立
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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1
行
政
運
営
の
健
全
化

⑴
行
政
改
革
の
推
進

《
人
件
費
の
抑
制
》

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

特
別
職
（
町
長
・
収
入
役
・
教
育

長
）
及
び
議
員
の
報
酬
削
減
や
議

員
数
及
び
職
員
数
の
削
減
を
継
続

実
施
し
て
い
ま
す
。

《
組
織
機
構
の
再
編
》

５
月
１
日
付
け
で
役
場
組
織
の

再
編
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
９
課
１
局
か
ら
６
課
１
局

体
制
と
し
、
事
務
の
効
率
化
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

《
公
共
施
設
の
統
廃
合
》

４
月
か
ら
支
所
・
連
絡
所
の
開

庁
日
を
月
・
水
・
金
の
週
３
日
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度

か
ら
の
支
所
・
連
絡
所
の
閉
鎖
や

保
育
所
の
統
合
に
向
け
た
地
域
の

み
な
さ
ん
と
の
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

《
受
益
者
負
担
の
適
正
化
》

保
育
料
と
下
水
道
使
用
料
の
適

正
化
に
向
け
使
用
料
等
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
谷
総
合

公
園
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、「
受

益
者
負
担
の
適
正
化
方
針
」
に
基

づ
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
使
用
料
を
新
た
に
設
定
し
ま

し
た
。
そ
の
他
使
用
料
等
に
つ
い

て
も
適
正
化
に
向
け
て
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

《
そ
の
他
事
務
事
業
の
見
直
し
》

負
担
金
・
補
助
金
等
の
整
理
合

理
化
や
採
算
性
の
低
い
自
主
運
行

バ
ス
路
線
の
一
部
を
廃
止
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ゴ
ミ
減
量
化
に
よ
る

環
境
保
全
や
処
理
経
費
の
削
減
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
の
財
政
状
況
を
試
算
し
た

「
財
政
収
支
見
通
し
」
で
は
、
町

が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
そ

の
ま
ま
続
け
た
場
合
、
４
年
間
の

累
積
で
14
億
３
千
９
百
万
円
も
の

収
入
不
足
が
生
じ
、
健
全
な
財
政

運
営
が
保
て
な
い
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
収
入
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
ま
と
め
た
「
財
政
健

全
化
計
画
（
平
成
17
～
20
年
度
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
財
政
健
全
化

の
目
標
額
を
15
億
２
千
６
百
万
円

と
し
緊
急
的
に
財
政
の
健
全
化

（
支
出
を
減
ら
す
こ
と
と
収
入
を

増
や
す
こ
と
）
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
平
成

20
年
度
末
に
は
約
5
億
円
の
剰
余

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
取
り
組
み
内
容
は
基
本
的
に

は「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」

が
示
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に

沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
財
政
の
健
全
性
の
確
保

2
住
民
自
治
の
確
立

区
長
・
自
治
会
長
に
よ
る
住
民

自
治
研
究
会
を
設
置
し
、
各
地
区

の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
各
課
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
担
当
者
を
設
置
す
る
な

ど
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
住
民

自
治
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
今

後
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
調

査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
地
域
課
題
へ
の
対
応

⑴
防
災
対
策

総
務
課
内
に
「
防
災
対
策
室
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
系

統
を
明
確
化
し
ス
ム
ー
ズ
な
意
思

決
定
と
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
災
害
対
策
本
部
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
全

域
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
（
61

組
織
）
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
連
絡
会
議
等
と
連
携
し

実
践
的
な
活
動
を
主
体
的
に
行
え

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
阿
田
和
小
学
校
、

御
浜
小
学
校
の
耐
震
化
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

⑵
健
康
づ
く
り
の
推
進

健
康
福
祉
課
内
に
「
健
康
づ
く

り
推
進
室
」
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
の

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

健
康
づ
く
り
推
進
体
制
の
強
化
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
健
康
づ
く
り
へ

の
活
動
支
援
や
各
種
予
防
事
業
の

実
施
に
加
え
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
い
「
健
康
づ
く
り

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
不
明
な
点

や
、
詳
し
く
知
り
た
い
点
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、「
御
浜
ト
ー
ク
」

等
の
町
の
広
聴
制
度
を
お
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」や「
財

政
健
全
化
計
画
」
に
関
す
る
資
料

を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

企
画
係

☎
３
︱
０
５
０
５
（
担
当　

中な
か
も
と本

）

「
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
の

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

提
案
を
お
聞
き
す
る
た
め
、「
ま

ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
町
内

各
地
区
か
ら
合
計
43
名
の
方
々
に

お
願
い
し
、
去
る
７
月
11
日
と
13

日
に
、
地
区
別
（
６
地
区
）
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

�

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。



�

シリーズ　防 災（津波編）

―穏やかな海が一転して　　　　　　
すべてを飲みこむ―

　東海地震、東南海・南海地震などのプレート境界型地震は、津波災害をもたらすおそれが
あります。昭和 19年 12 月に発生した昭和東南海地震では、近隣市町でも津波による大き
な被害が出ています。
　津波は、時間との勝負です。日頃から、避難について考えておきましょう。

１．津波のしくみ
　海底の下の浅いところで大きな地震が起こると断層の運動により海底の地盤が隆起したり沈降した
りします。この海底の変形にともなって海面が変動し、あたかも
池に石を投げ入れた時のような波となって四方に広がっていきま
す。これが津波です。
（特徴）
　①津波の伝わる速さは海の深さで違う

沖合いではジェット機、陸の近くでも新幹線並みの速さです。
海岸付近で強い揺れを感じた場合や、小さくても長時間揺れた
場合は注意してください。

　②津波の高さは海岸付近の地形で違う
　　河川を速いスピードでさかのぼったり、Ｖ字やＵ字湾では局地的に高くなります。
　　また、岬でも津波は大きくなります。
　③津波は何度でもやってくる
　　津波は２回、３回と繰り返し襲ってきます。２回目以降の方が高くなる場合もあります。

　平成 15 年 12 月に三重県が作成したデータによると、東海地震、東南海・南海地震が同時発生した
場合の津波は、10 分程度で５～６ｍの津波が海岸部を襲うとされています。
　津波の怖さは、浸水域の大きさと破壊力です。波の周期が長いため、長時間水位の高い状態が続き、
遡上しやすく浸水域は大きくなります。また、引いていく際の流速も大きく、人や車などを沖に運ん
でしまいます。

＊数値は、東京湾平均潮位のため満潮時の潮位（０. ６）を加算してください。

　地　　点
最　大　の　記　録

備　　　　考
水　位（ｍ） 時　間（分）

神志山 ５．３２ ３２ 志原川河口付近
下市木（浜） ５．２９ ３２ ＪＲ紀伊市木駅と神志山駅中間付近
下市木 ５．２７ ３２ ＪＲ紀伊市木駅付近
阿田和（役場） ４．７８ １３ 役場前
阿田和 ４．４８ １３ 尾呂志川河口付近

【東海・東南海・南海地震津波における最高津波高と到達時間】

（参考：三重県津波浸水予測図）
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３．津波予報と避難
　津波発生のおそれがある場合、地震が発生してから約３分で「津波予報」が発表されます。「大津波」
は３ｍ以上の場合、「津波」は１－２ｍの場合です。その後、到達予想時刻や予想される津波の高さな
どが逐次発表されます。
　また、津波注意報は、予想される高さが０．５ｍ程度の場合に出されます。

　御浜町では、地震津波情報緊急衛星同報受信装置により、直接防災行政無線を通じて各家庭と地域
に放送が流れます。
　海岸や河口付近で地震を感じた時は、大急ぎで高台（３階以上の強固な建築物も有効）や津波避難
場所に避難してください。海水が引くなどの現象を伴わずに突然やって来ることがありますので注意
しましょう。
　また、警報や注意報が解除されるまで、海岸には近づかないようにしてください。

†問い合わせ先†
総務課　防災対策室　℡３―０５０５（担当　中

なかむら

村）

予報の種類 予　　報　　文 発表される津波の高さ

津波警報
大津波 高いところで 3m 程度以上の津波が予想されます

ので、厳重に警戒してください 3m, 4m, 6m, 8m, 10m 以上

津波 高いところで 2m 程度の津波が予想されますので、
厳重に警戒してください 1m, 2m 

津波注意報 津波注意 高いところで 0.5m 程度の津波が予想されますの
で、注意してください　 0.5m

地区名 施　　　　　設　　　　　名

神志山 御浜中学校グラウンド

市　木 御浜小学校グラウンド

阿田和 御浜町役場駐車場

阿田和 紀南病院駐車場

阿田和 山地コミュニティセンター駐車場

役場入口に設置している標識

御
浜
町
の
国
民
保
護

◇
国
民
保
護
法
と
は

わ
が
国
が
外
部
か
ら
武
力
攻
撃
等
を
受
け
た
と
き

に
、
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保
護
し
、
国
民

生
活
や
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
国
全
体
と
し
て
万
全
な
体
制
を
整

備
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
た
も
の
で
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、武
力
攻
撃
等
を
受
け
た
と
き
、

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
国
民
保
護
計
画
と
は

地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
示
す
基
本
方
針
に
も
と

づ
き
、
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
画
に
は
、
国
民
保
護
措
置
の
実
施
体
制
、
訓
練

並
び
に
物
資
及
び
資
材
の
備
蓄
、
関
係
機
関
と
の
連

携
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
市
町
村
の
役
割
は

市
町
村
の
主
な
仕
事
は
、
国
が
発
令
し
た
警
報
の

伝
達
、
県
知
事
に
よ
る
避
難
の
指
示
の
伝
達
及
び
避

難
住
民
の
誘
導
（
避
難
実
施
要
領
の
策
定
）
等
が
あ

り
ま
す
。

◇
御
浜
町
の
取
組
み
は

御
浜
町
で
は
、
７
月
か
ら
県
、
警
察
、
消
防
等
の

行
政
機
関
や
公
共
的
団
体
、
住
民
の
代
表
か
ら
な
る

御
浜
町
国
民
保
護
協
議
会
を
組
織
し
、「
御
浜
町
国

民
保
護
計
画
」
の
策
定
作
業
に
着
手
、
今
年
度
内
で

の
計
画
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

防
災
対
策
室

☎
３―

０
５
０
５
（
担
当　

中な
か
む
ら村

）

【津波避難場所】
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御
浜
町
長
選
挙

10
月
１
日
（
日
）
投
票
日

御
浜
町
長
選
挙
は
、
平
成
18
年

９
月
26
日
（
火
）
に
告
示
、
10
月

１
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。

《
投
票
日
時
は
》

10
月
１
日
（
日
）
午
前
７
時
～

午
後
８
時

※
第
１
投
票
所
（
片
川
公
民
館
）

の
み
午
後
７
時
ま
で

《
期
日
前
投
票
は
》

投
票
日
に
、
仕
事
や
外
出
等
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
の

手
続
き
は
簡
単
で
、
印
鑑
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
入
場
券

に
つ
い
て
は
、本
人
確
認
の
た
め
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
投
票
入
場
券
は
９
月
26
日

（
火
）
に
各
世
帯
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。

︻
期
間
︼
９
月
27
日
（
水
）
～

９
月
30
日
（
土
）

︻
時
間
︼
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

︻
場
所
︼
役
場
本
庁
１
階

第
１
会
議
室

《
開
票
は
》

即
日
開
票
し
ま
す
。
開
票
は
、

午
後
９
時
か
ら
、
役
場
３
階
く
ろ

し
お
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
３―

０
５
０
５
（
担
当　

東ひ
が
し・

辻つ
じ

・
端は

し
じ地

）

志
原
保
育
所
に
併
設
さ
れ
て
い

る
子
育
て
支
援
室
は
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
語
ら
い
の
場
や
安

心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
開
設

し
て
お
り
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る

の
は
保
育
所
入
所
前
の
子
ど
も
さ

ん
と
保
護
者
の
方
で
す
。

毎
週
水
曜
日
に
は
、
午
前
９
時

か
ら
11
時
ま
で
志
原
保
育
所
園
庭

も
利
用
で
き
、
毎
月
第
２
金
曜
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
こ
っ
こ
」
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

や
手
遊
び
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

転
勤
で
御
浜
町
に
来
ら
れ
た
方

や
、
近
く
に
同
年
代
の
子
ど
も
さ

ん
が
お
ら
れ
な
い
方
、
お
父
さ
ん

や
祖
父
母
の
方
も
、
是
非
一
度
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

︻
子
育
て
相
談
の
実
施
︼

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
保
育
士
資
格
を

有
す
る
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

（
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
へ
の

紹
介
も
し
ま
す
）。
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

︹
相
談
日
時
︺

電
話
相
談
⋮
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

電
話
番
号　

２―

０
３
３
６

面
接
相
談
⋮
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
３
︱
０
５
１
５
（
担
当　

阪さ
か
ぐ
ち口

）

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の

方
々
、
ま
た
は
引
揚
者
の
方
々
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
請
求
書
類
は
、

健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。

†
資
格
要
件
等
の
問
い
合
わ
せ
先
†

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

☎
０
１
２
０―

２
３
４―

９
３
３

子
育
て
支
援
室
を
ご
存
知
で
す
か
？

子
育
て
支
援
室
を
ご
存
知
で
す
か
？

恩
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ
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御浜トーク

番号 テーマ テーマの概要 担当課

1 新しいまちづくり これからの行政運営のあり方やまちづくりの方向性を示した「新しいまちづくりの指針」
及び「長期総合計画後期基本計画」への取り組み状況について説明します。 総 務 課

2 御浜町の財政 御浜町の財政状況について説明します。 総 務 課

3 防災対策について 台風、大雨、地震等自然災害から、住民の生命、身体及び財産を守る取り組みについて
説明します。 総 務 課

4 国民保護について 武力攻撃、大規模テロ等から国民の生命、身体及び財産を守る国民保護について説明します。総 務 課

5 税の概要について 住民の皆様が住民税、固定資産税、軽自動車税についての基本的な事項を理解し生活に
役立つ税の概要を説明します。 税務住民課

6 国民年金について 住民の皆様が知って得する国民年金改正点などについて説明します。 税務住民課

7 国民健康保険について 住民の皆様に国民健康保険のしくみ・役割等を理解していただき安心して健康な生活が
できるよう説明します。 税務住民課

8 介護保険と介護予防について
介護保険事業の見直しに伴う制度の概要と地域支援センターにおける取り組み及び介護
予防事業の内容について説明します。 健康福祉課

9 障害者支援について 身体・知的・精神の３障害に対する支援制度について、障害者自立支援法の概要を中心
に障害者の自立にむけた生活支援対策を説明します。 健康福祉課

10 子育て支援について 少子化の傾向が続くなかで、子育て支援の充実が求められています。保育所や子育て支
援室の運営内容及び次世代育成支援行動計画の概要について説明します。 健康福祉課

11 健康づくりについて 高齢者の増加に伴い、健康への関心が益々高まっています。健診による自己管理を中心
に健康に関わるいろいろな取り組みを紹介します。 健康福祉課

12 身近な環境問題 ゴミや生活排水などを例に、わたしたちの暮らしに関わる環境問題について、現状と取
り組みについて説明します。 生活環境課

13 生活水の流れについて 御浜町の水道水（飲み水）が、どこから、どのように来て、どのように処理されて、自
然に帰っているか、しくみ、流れについて、環境面から説明します。 生活環境課

14 三重南紀みかんの現状と将来像
三重南紀みかんの現状、将来展望、各種助成制度、融資制度、取り組み等について説明
します。 産業建設課

15 農業振興施策について 農業振興の取り組み、各種事業、農地の規制状況や売買、貸し借り等を説明します。また、
有害鳥獣対策や基盤整備等も説明します。 産業建設課

16 商工業の育成と地域づくり 商工施策の概要や地域特産品、地場産業の概要等を説明します。 産業建設課

17 道路整備について 町内における道路整備の現状と今後の取り組みについて説明します。 産業建設課

18 特別支援教育について
通常学級に在籍する学習障害・注意欠陥／多動性障害・高機能自閉症等軽度発達障害を
抱えた児童生徒のための支援の概要を説明します。また「今後の特別支援教育のあり方」
の説明をします。

教育委員会

19 男女共同参画社会を目指して
「男女共同参画に関する町民アンケート」や「御浜町男女共同参画基本計画」の内容を
含め、その必要性と町の男女共同参画推進の取組みについて説明します。 教育委員会

20 町の文化財と世界遺産について

長年にわたり継承されてきた御浜町内の文化財と、世界遺産登録された熊野古道につい
て、その内容や存在意義、今後も次世代へと受け継いでいくための方法など説明しなが
ら、これからの課題等、議論していただきます。

教育委員会

21 みはまスポーツクラブについて

「地域住民の健康増進」「青少年の健全育成」「世代間交流」などを目的として設立された、
会費制による自主運営の総合型地域スポーツクラブである、みはまスポーツクラブの活
動内容等について説明します。

教育委員会

22 議会の概要 平成 17 年分の議会活動の状況について説明します。 議会事務局

23 会計制度の概要 公金の出納事務全般について説明します。 出 納 室

※このテーマ以外でもご説明いたしますので、総務課行政係までご相談ください。

「まちづくり」のことで知りたいことはありませんか？
あなたのもとへ、職員がご説明にうかがいます

御浜トーク
町では住民の皆様とともに「まちづくり」をすすめるため、平成 13 年度から課長等が 10 人以上の集

会へうかがい意見交換する「御浜トーク」を実施しています。区・自治会、企業、ＮＰＯ、仲間同士など、
どのような団体でもご利用いただけます。
実施日時は相談のうえ決定（土日祝日を除く）し、90 分程度を基本とします。また、費用は無料ですが、

会場準備などは依頼団体でお願いいたします。　
申し込みは、本庁、支所、連絡所、町民サービスセンター備え付けの申込書を総務課行政係へ提出し

てください。（支所・連絡所・町民サービスセンターへ提出していただいても結構です。）
†問い合わせ先†総務課　行政係　☎３―０５０５
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み

）

国
民
年
金
保
険
料
で
注
意
し
た

い
の
は
、
２
年
間
を
過
ぎ
る
と
時

効
に
な
り
、
後
で
納
め
た
い
と
思

っ
て
も
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い

と
い
う
点
で
す
。
老
後
の
公
的
年

金
は
、
原
則
と
し
て
通
算
25
年
以

上
加
入
（
納
付
）
し
て
い
な
い
と
、

一
円
も
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
未
納

を
続
け
る
と
年
金
が
少
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
最
悪
の
場
合
、
無

年
金
と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
結
果
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
保

険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
20
歳
代
の
方
に
は
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
・
学
生
の
方
に

は
学
生
納
付
特
例
制
度
等
の
保
険

料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
役
場
に
て
、
毎
月
、
第
二
水
曜

日
（
原
則
）、
尾
鷲
社
会
保
険

事
務
所
職
員
に
よ
る
、
出
張
年

金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

１
１
０
番
は
事
故
・
事
件
に
対

応
す
る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
悪

質
商
法
、
緊
急
で
な
い
Ｄ
Ｖ
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
児
童
虐
待
な
ど
の
相

談
は

●
警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室

☎
０
５
９―

２
２
４―

９
１
１
０

　

＃
９
１
１
０
（
警
察
総
合
相
談

今
、
あ
な
た
が
納
め
て
い
る
保

険
料
は
、
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み

に
よ
り
現
在
の
年
金
受
給
者
を
支

え
る
と
と
も
に
、
将
来
の
あ
な
た

の
年
金
を
確
実
に
保
障
す
る
も
の

で
す
。

し
か
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
老
齢
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

老
後
や
、
も
し
も
の
と
き
に
備

え
て
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
長

期
に
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
催
告
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
納
付
等
が
な
い
場
合
は
、
最

終
催
告
状
を
送
付
し
、
国
税
徴
収

法
に
基
づ
い
て
財
産
の
差
し
押
さ

え
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

三
重
県
の
場
合
、
平
成
18
年
３

月
に
差
し
押
さ
え
件
数
15
件
、
差

し
押
さ
え
に
よ
る
納
付
月
数
１
６

９
ヶ
月
、
納
付
金
額
２
，
３
１
０
，

１
８
０
円
で
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
早
期
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

『
バ
ス
の
日
』
は
、
明
治
39
年

９
月
20
日
に
京
都
市
で
バ
ス
の

運
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
ち
な

ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

『
バ
ス
の
日
』
を
記
念
し
て
、

こ
の
地
方
で
も
９
月
17
（
日
）・

18
（
祝
）
日
の
二
日
間
、
三
重

交
通
系
列
の
路
線
バ
ス
の
運
賃

が
半
額
（
子
ど
も
は
50
円
均
一
）

に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
身
近
な

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
高
速
南
紀
大
宮
線
、
名
古
屋

警
察
へ
の
相
談
・
意
見
要

望
が
あ
る
方
へ

†
問
い
合
わ
せ
先
†　
　
　

紀
宝
警
察
署

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

電
話
）

（
祝
日
を
除
く
月
～
金　

午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

●
紀
宝
警
察
署
警
察
安
全
相
談
係

☎
０
７
３
５―

３
３―

０
１
１
０

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

１　

期
間

　

９
月
21
日
（
木
）
～
９
月
30

日
（
土
）
ま
で
の
10
日
間

２　

運
動
の
基
本

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

３　

運
動
の
重
点

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
、
子
ど
も
と
高

齢
者
を
中
心
と
し
て
）

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
追
放
（
本
県
指

定
重
点
）

９
月
20
日
は

　
　
　

バ
ス
の
日
で
す

今
年
の
９
月
末
、
採
算
の
悪
化

な
ど
を
理
由
に
、
熊
野
交
通
が
運

行
す
る
新
宮
駅
・
鬼
ヶ
城
間
及
び

奈
良
交
通
が
運
行
す
る
下
北
山
村

池
原
・
新
宮
駅
間
の
バ
ス
路
線
が

そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。

バ
ス
路
線
を
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
の
ま
ち
に
残
し
て
い
く
た
め
に

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
バ
ス
を

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

通
院
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
、

様
々
な
機
会
に
ぜ
ひ
身
近
な
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課
企
画
係

☎
３
︱
０
５
０
５
（
担
当　

中な
か
も
と本
）

廃
止
さ
れ
る
バ
ス
路
線

乗
っ
て
残
そ
う

　
　
　

み
ん
な
の
バ
ス

南
紀
高
速
線
は
対
象
外
で
す
。
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住
宅
の
耐
震
工
事
を
行
う
と
、

そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額

さ
れ
る
制
度
が
平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
で
き
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
家
屋
︵
住
宅
︶

１
．
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅

２
．
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行

の
耐
震
基
準(

昭
和
56
年
６
月

１
日
施
行)

に
適
合
す
る
耐
震

改
修
を
し
た
住
宅

３
．
１
戸
あ
た
り
の
耐
震
改
修
工

事
費
が
30
万
円
以
上
の
住
宅

減
額
さ
れ
る
額

改
修
を
し
た
住
宅
の
床
面
積
の

う
ち
、
１
２
０
㎡
分
ま
で
に
係
る

固
定
資
産
税
額
の
２
分
の
１

減
額
の
手
続
き

所
定
の
申
告
書
に
耐
震
基
準
に

適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書
及
び
改
修
工
事
の
工
事
費
領

収
書
を
添
付
し
て
、工
事
完
了
後
、

原
則
と
し
て
３
个
月
以
内
に
税
務

住
民
課
の
窓
口
で
申
告
し
て
下
さ

い
。証

明
書
は
、
御
浜
町
（
※
）、

建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
い
ず

れ
か
に
発
行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

※
御
浜
町
で
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
住
宅
耐
震
改
修
に
関
す
る

補
助
事
業
を
活
用
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
税
務
係

☎
３
︱
０
５
１
０
（
担
当　

下し
も
か
わ川

）

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
　
　

減
税
制
度
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」

で
す
。
１
９
２
３
年
に
起
き
た
関

東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
、

と
い
う
意
味
を
込
め
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
「
自
助
」
の
意
識
を
持
っ

て
、
災
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

︽
防
災
力
チ
ェ
ッ
ク
︾

□　

家
庭
で
地
震
や
災
害
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
？

□　

非
常
用
持
出
袋
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

□　

お
風
呂
に
水
を
た
め
て
い
ま
す
か
？

□　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

□　

避
難
場
所
・
津
波
避
難
場
所
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

□　

家
具
は
固
定
し
て
い
ま
す
か
？

□　

防
災
行
政
無
線
の
電
池
交
換
は
し
ま
し
た
か
？

（
９
月
１
日
は
電
池
の
交
換
日
で
す
！
）

　

防
災
週
間
：
８
月
30
日
︵
水
︶
～
９
月
５
日
︵
火
︶　

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

防
災
対
策
室　

☎
３
︱
０
５
０
５
（
担
当　

中な
か
む
ら村

）

工事完了時期 減額期間

平成 18 年１月１日～
平成 21 年 12 月 31 日

耐震工事完了年の翌年
から３年度分

平成 22 年１月１日～
平成 24 年 12 月 31 日

耐震工事完了年の翌年
から２年度分

平成 25 年１月１日～
平成 27 年 12 月 31 日

耐震工事完了年の翌年
から１年度分

耐震工事完了の期間と固定資産税の減額期間

東南海地震に備えて
～新潟中越地震で何が起こったか～

日時　９月９日（土）　14：00 ～ 16：30
場所　木本高等学校 総合学科棟 2 階 多目的ホール
内容　１）講演：「新潟中越地震における医療活動」
　　　　　講師：新潟県小千谷魚沼市川口町医師会　中村 忠夫　氏
　　　２）当地域の取り組み報告
　　　　　報告者：紀南医師会、熊野市消防本部、行政（熊野市）
主催　紀南医師会、紀南地域救急医療対策協議会
共催　三重県、熊野市、御浜町、紀宝町、熊野市消防本部
†問い合わせ先†熊野保健福祉事務所　☎０５９７―８９―６１１４

防
災
の
日
・

防
災
週
間
に
つ
い
て

救急の日 講演会
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■役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は
月曜～金曜の午後６時15分まで受付しています。
■「広報みはま」は御浜町ホームページでもご覧いただけます。
ホームページアドレス http://www.town.mihama.mie.jp/

くらし の

情報

げ
ん
き
夢
ク
ラ
ブ

講
師
派
遣
希
望
団
体
募
集

小
学
５
・
６
年
生
の

保
護
者
の
皆
様
へ

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
児
童

手
当
の
支
給
対
象
が
小
学
６
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限
も
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
児

童
に
係
る
認
定
請
求
等
は
、
本
年

９
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
行
う

こ
と
で
、
４
月
に
遡
り
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

小
学
５
・
６
年
生
の
児
童
が
い

る
保
護
者
の
方
で
、
ま
だ
認
定
請

求
の
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
認
定

請
求
書
を
健
康
福
祉
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に

よ
り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て

も
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で

が
ん
検
診
に
つ
い
て

検
診
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見

の
た
め
、
御
浜
町
に
住
所
を
有
す

る
者
を
対
象
に
集
団
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

【
実
施
日
】
10
月
６
日
（
金
）

【
場
所
】
阿
田
和
公
民
館

○
胃
が
ん
検
診

【
受
付
時
間
】

午
前
８
時
～
午
前
10
時

【
対
象
年
齢
】
30
歳
以
上

【
料
金
】
５
０
０
円

（
70
歳
以
上
無
料
）

【
定
員
】
40
名

○
乳
が
ん
検
診︵
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
︶

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
～
午
後
２
時

【
対
象
年
齢
】
40
～
70
歳
代

【
料
金
】
１
，
５
０
０
円

（
70
歳
以
上
無
料
）

【
定
員
】
50
名
（
午
前
）

　
　
　

 

30
名
（
午
後
）

○
子
宮
が
ん
検
診

【
受
付
時
間
】

午
後
１
時
～
午
後
２
時

【
対
象
年
齢
】
20
歳
以
上

【
料
金
】
５
０
０
円

（
70
歳
以
上
無
料
）

【
定
員
】
40
名

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す

（
予
約
締
切
10
月
５
日
（
木
））

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１
（
担
当　

上う
え
の野

）

愛
玩
鶏
を
飼
育

さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
町
で
は
三
重
県
紀

州
家
畜
保
険
衛
生
所
の
協
力
に
よ

り
、
鶏
、
日
本
鶏
、
シ
ャ
モ
、
ア

ヒ
ル
等(

小
鳥
を
除
く) 

を
趣
味

で
飼
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭
を
対
象

に
情
報
提
供
と
飼
育
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
愛
玩
鶏
を
飼
育
さ

れ
て
い
る
方
は
、
鶏
の
種
類
、
羽

数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
希
望
者
に
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
簡
易
検
査
を
行
い
ま

す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

産
業
建
設
課
農
業
振
興
室

☎
３―

０
５
１
７
（
担
当　

崎さ
き
く
ぼ

久
保
）

三
重
県
紀
州
家
畜
保
険
衛
生
所

☎
０
５
９
７―

８
９―

２
４
５
５

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
３―

０
５
１
５
（
担
当　

阪さ
か
ぐ
ち口
）

紀
南
健
康
長
寿
推
進
協
議
会

（
げ
ん
き
夢
ク
ラ
ブ
）
で
は
健
康

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
自
主
活
動

グ
ル
ー
プ
に
講
師
の
派
遣
を
行
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
の
条
件
】
御
浜
町
民

５
名
以
上
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

【
講
師
に
つ
い
て
】
講
師
料
１
回

５
，
０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
ま

す
。
ま
た
講
師
の
紹
介
も
行
い
ま

す
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
希
望

ど
お
り
講
師
を
派
遣
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

†
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１
（
担
当　

下し
も
）

  3 日
二村　昭

（相野谷診療所）

10 日
寺本　泰　医師

（寺本クリニック）

17 日
平谷　一人　医師

（荒坂診療所）

24 日
谷口　智行　医師

（谷口クリニック）

紀南病院内科系
日 曜 外 来 診 療

納
期
限
10
月
２
日（
月
）

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

９
月
の
納
税
期
限

●
固
定
資
産
税
第
３
期

●●●   ９月の担当医  ●●●
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◦上沼恵美子のおしゃべり
クッキング　

　　　辻調理師専門学校　編
◦鳥の巣いろいろ

　　　　　鈴木　まもる　画
◦終末のフール

　　　　　伊坂　幸太郎　著
◦小さなおうち

　　　　　М・ブラートフ　作
◦もりのえほん

　　　　安野　光雅　作
◦きりのなかのはりねずみ

　　　Ｙ・ノルシュテイン　作
◦いつでも会える

　　　　　菊田　まりこ　作

新刊案内新刊案内

図書館中央
公民館図書館だより

　

婿
入
り
の
祝じ

ゅ
う
げ
ん言

の
席
上
、
妻
に

思
い
人
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
大

身
旗
本
の
三
男
坊
、紀
藤
慎
之
助
。

　

逆
上
し
て
間ま

ぶ夫
を
斬
り
捨
て
、

妻
女
を
自
害
に
至
ら
し
め
た
彼

は
、
婚
家
の
つ
け
狙
う
と
こ
ろ
と

な
り
本
所
「
あ
や
め
横
丁
」
に
匿

か
く
ま

わ
れ
る
。

　

だ
が
堀
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
と

き
た
ら
、
場
所
も
住
人
も
み
な
な

に
や
ら
訳
あ
り
で
…
。

　
（
本
書
表
紙
あ
ら
す
じ
よ
り
）

開館時間●午前 9 時～午後 4 時
休 館 日●毎週月曜日

本
一 冊 の

あやめ横丁の人々
宇江佐　真理著

【
事
業
目
的
】

　

本
町
の
主
要
農
産
物
で
あ
る

柑
橘
、
梅
、
水
稲
を
対
象
に
、

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等
に

よ
る
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
の
内
容
】

　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
実
施
。

　

自
己
負
担
１
／
２

【
対
象
要
件
】

（
１
）
受
益
農
家
が
３
戸
以
上

（
２
）
受
益
地
は
農
業
振
興
地
域

の
農
用
地
区
域

（
３
）
１
団
地
を
囲
む
面
積
は
１

ｈ
ａ
以
上(

侵
入
防
止
柵

を
設
置
す
る
場
合)

（
４
）
事
業
対
象
作
物
の
被
害
軽

減
面
積
が
８
ｈ
ａ

†
問
い
合
わ
せ
先
†

産
業
建
設
課
農
業
振
興
室

☎
３
︱
０
５
１
７
（
担
当　

崎さ
き
く
ぼ

久
保
）

平
成
19
年
度
御
浜
町
鳥
獣

害
対
策
事
業
の
募
集
案
内

農
用
地
区
域
の
変
更
相
談

（
申
出
）
に
つ
い
て

町
で
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
優
良

な
田
畑
な
ど
を
「
農
用
地
区
域
」

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
は
農
業
振
興
を
目

的
と
し
て
部
分
的
に
設
定
し
て
い

る
も
の
で
す
が
、
こ
の
区
域
内
の

土
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用

す
る
と
き
は
、
事
前
に
変
更
の
手

続
き
、
よ
く
い
わ
れ
る
農
振
除
外

の
申
出
を
行
っ
て
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
要
件
等
に
よ
り
、
農

振
除
外
が
で
き
る
場
合
と
で
き
な

い
場
合
は
あ
り
ま
す
）

な
お
、
平
成
18
年
度
分
の
変
更

手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と

お
り
相
談
窓
口
を
開
設
致
し
ま

す
。お

早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
期
間
】
９
月
１
日
～
29
日

†
問
い
合
わ
せ
先
†

産
業
建
設
課
農
業
振
興
室

☎
３―

０
５
１
７
（
担
当　

西に
し
だ田

）

「
ふ
る
さ
と
就
職
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

若
年
者
の
方
、
中
高
年
齢
者
の

方
、
来
春
大
学
等
卒
業
予
定
の
方

な
ど
、
地
元
で
の
就
職
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
は
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

（
受
付
12
時
30
分
）

【
場
所
】
パ
ー
ク
七
里
御
浜
モ
ー

ル
ピ
ネ　

３
階 

会
議
室

【
主
催
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
野

　

紀
南
雇
用
対
策
推
進
協
議
会

†
問
い
合
わ
せ
先
†

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
野

（
熊
野
公
共
職
業
安
定
所
）

☎
０
５
９
７―

８
９―

５
３
５
１

大
切
な
契
約
や
遺
言
は

公
証
役
場
で

お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を

売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
と
き

は
契
約
書
を
作
り
ま
す
。
し
か
し

せ
っ
か
く
作
成
し
て
も
、
後
に
な

っ
て
、
契
約
し
た
覚
え
が
な
い
と

か
、
内
容
が
お
か
し
い
な
ど
と
い

う
こ
と
で
、
紛
争
が
生
じ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
言
書

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、

「
公
正
証
書
」
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
公
正
証
書
に
は
、
法
律
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
力
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
紛
失
し
た
り
、

知
ら
な
い
う
ち
に
書
き
換
え
ら
れ

た
り
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
無
料
で
す
。
ま
た
、
そ
の
内

容
を
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

津
合
同
公
証
役
場

☎
０
５
９―

２
２
８―

９
３
７
３

全
国
一
斉

法
律
相
談
所
開
設

三
重
県
司
法
書
士
会
・
行
政
書

士
会
両
支
部
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】
御
浜
町
中
央
公
民
館

【
内
容
】
相
続
・
贈
与
・
売
買
な

ど
の
登
記
、
お
金
の
貸

し
借
り
に
関
す
る
問
題

等
々

†
問
い
合
わ
せ
先
†

九
鬼　

惇

☎
０
５
９
７―

８
９―

３
２
４
４
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日頃の生活を点検し、
がんにかからないための生活をしましょう

がんを予防しましょう

保健
だより

No.309

日頃の生活を点検し、
がんにかからないための生活をしましょう

８月めざそう８０２０！

８
０
２
０
は
、「
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
」
と

読
み
ま
す
。
８
０
は
80

歳
と
い
う
年
齢
、
２
０

は
残
っ
て
い
る
歯
の
数

で
す
。
親
知
ら
ず
を
除

く
、
28
本
の
う
ち
20
本

以
上
の
自
分
の
歯
が
あ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食

べ
物
を
か
み
く
だ
く
こ
と
が
で

き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
８
０
２
０
と
は
、
80

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
、
20

本
以
上
保
と
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
生
活
を
楽
し
く
、
豊

か
に
過
ご
す
こ
と
に
も
通
じ
て
い

ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
は
、
生

活
習
慣
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け

る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
（
食
事

や
歯
み
が
き
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
、

喫
煙
な
ど
）
も
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

か
つ
て
＂
不
治
の
病
＂
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た

結
核
は
、
画
期
的
な
抗
生
物
質
の
開
発
で
治
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
現

在
、
死
因
の
第
１
位
を
占
め
る
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
は
増
え
る
一
方
で
す
。

が
ん
は
、
結
核
の
よ
う
に
１
つ
の
原
因
で
発

病
す
る
も
の
と
違
い
、
い
く
つ
か
の
原
因
が
重

な
っ
て
正
常
な
細
胞
の
状
態
を
狂
わ
せ
て
し
ま

う
複
雑
な
も
の
。
し
か
し
、
が
ん
の
治
療
も
大

い
に
進
歩
し
、
今
で
は
が
ん
も
治
せ
る
病
気
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
１
０
０
％
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
日
常
生
活
に
気
を

つ
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条
」
に
沿
っ
た

生
活
を
心
が
け
、
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
よ

う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
12
カ
条
を
積
極
的
に
実
行
す
れ
ば
、
が

ん
の
約
60
％
（
禁
煙
で
30
％
、
食
生
活
の
工
夫

で
さ
ら
に
30
％
）
が
防
げ
る
だ
ろ
う
と
専
門
家

た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
平
凡
に
思
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
統
計
や
実
験
デ
ー
タ

を
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
日
ご
ろ
の
生
活
を
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

今
や
が
ん
は
早
く
見
つ
け
て
、
早
く
治
療
す

れ
ば
こ
わ
い
病
気
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

御
浜
町
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
み
は
ま
や
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、気
に
な
る
症
状
の
あ
る
場
合
に
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
：
「
や
さ
し
い
が
ん
の
知
識
」、「
が
ん

を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条
」

財
団
法
人 

が
ん
研
究
振
興
財
団

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１

９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。

★
が
ん
の
予
防
・
治
療
戦
略

２
．
早
期
発
見
、
早
期
治
療
（
二
次
予
防
）

がんを防ぐための 12 カ条
①バランスのとれた栄養をとる－いろどり豊かな食卓にして－
②毎日、変化のある食生活を－ワンパターンではありませんか？－
③食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに－おいしい物も適量に－
④お酒はほどほどに－健康的に楽しみましょう－
⑤たばこは吸わないように－特に、新しく吸いはじめない－
⑥食べ物から適量のビタミンと繊維質のものを多くとる－緑黄色野
菜をたっぷりと－
⑦塩辛いものは少なめに、あまり熱いものはさましてから－胃や食
道をいたわって－
⑧焦げた部分はさける－突然変異を引きおこします－
⑨かびの生えたものに注意－食べる前にチェックして－
⑩日光に当たりすぎない－太陽はいたずら者です－
⑪適度にスポーツをする－いい汗、流しましょう－
⑫体を清潔に－さわやかな気分で－

１
．
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活

（
一
次
予
防
）

ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー
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「真夏の音楽の祭典」

ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー

カ
メ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト

文化庁が推進する本物の舞台芸術体験事業として、町内の４
年生以上の小学生と中学生が招かれ、中央公民館で仙台フィル

「本物の芸術に魅了」287
仙台フィルハーモニー管弦楽団演奏会

ハーモニー管弦楽団の演奏会が
開催されました。オーケストラ
が交響詩「はげ山の一夜」など
の名曲を演奏すると、圧倒的な
迫力に子どもたちは魅了されて
いました。

阿田和のふれあいビーチやしの木広場で、七里御浜音楽祭
2006 が開催されました。

29・307
七里御浜音楽祭2006

ロックをはじめ、エイサ太鼓
やソーラン、パーカッション・
ダンスなどで前夜祭、音楽祭と
２日間にわたり、観客と一体と
なって盛り上がりました。最後
は打ち上げ花火とともに盛大に
音楽祭を締めくくりました。

指揮者体験する中学生

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

表
彰
を
う
け
ま
し
た

三
重
県
知
事
か
ら
町
民
の

皆
様
に
対
し
て
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
５
０
０
日
間
以
上

に
わ
た
り
交
通
死
亡
事
故
の

発
生
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
ま
さ
に
町
民
の
皆
様
の

交
通
安
全
に
対
す
る
日
頃
か

ら
の
心
が
け
の
結
果
で
す
。

９
月
21
日
～
30
日
ま
で

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
運
動

期
間
に
限
ら
ず
、
引
き
続
き

交
通
安
全
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

熱唱するオレンジャーズの野地本さん
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あなたのページ 

　総務課 
身近な話題を 
　お寄せください 
　　　　行政係 

県消防操法大会

平成18年度

鈴
鹿
市
の
三
重
県
消
防
学
校
で
７
月

22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
18
年
度
県

消
防
操
法
大
会
」
へ
紀
南
支
会
代
表
と

し
て
、
御
浜
町
消
防
団
の
市
木
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。県

内
39
消
防
団
の
中
か
ら
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
９
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
５
チ
ー
ム
が
出
場
。
競

技
は
放
水
で
的
を
当
て
る
ま
で
の
タ
イ

ム
や
迅
速
性
、
正
確
性
な
ど
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
選
手
は
４
月
か
ら
訓
練
を

重
ね
、
十
分
優
勝
を
狙
え
る
技
術
と
ス

ピ
ー
ド
を
身
に
つ
け
大
会
に
挑
み
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
に
は
手
が
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

出
場
し
た
団
員
は
、「
残

念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
な
ら

な
か
っ
た
で
す
が
、
持
て
る

力
を
出
し
切
っ
た
の
で
、
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
に

い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
こ
の
操
法
技

術
を
地
域
の
消
防
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

み
は
ま
広
報
俳
句
七
月
抄

か
な
か
な
や　

吾わ
れ

を
何い

ず

こ処
へ　

つ
れ
ゆ
く
か　

石
田　
　

勝

熊
野
灘　

幾い

く

え重
の
彩い

ろ

や　

梅つ

ゆ雨
晴は

れ

ま間　
　
　
　

中
納　

米
子

湯
の
宿
に　

瀬せ

お

と音
ま
じ
り
の　

河か

じ

か鹿
聞
く　
　

日
浦
と
よ
乃

夏な
つ

霧ぎ
り

や　

朝
づ
く
日
の
み　

浮
き
立
て
り　
　

後
呂　

智
子

涼
し
さ
の　

器
で
き
ま
る　

京
料
理　
　
　

  

山
本　

要
子

客
ま
ば
ら　

百ゆ

り合
の
香か

満み

て
る　

一
い
ち
り
ょ
う
し
ゃ

輌
車　

 

谷
口　

企
世

草
の
戸
に　

き
し
む
音
あ
り　

梅
雨
じ
め
り　

福
井　

清
子

さ
そ
わ
れ
て　

着
の
み
着
の
ま
ま　

菖し
ょ
う
ぶ蒲

園え
ん　

井
奥
冨
久
子

旅
話
し　

は
ず
む
夕ゆ

う

げ餉
の　

冷ひ

や
奴

や
っ
こ　

　
　

 

杉
目　

黄
渓

初は
つ

生な

り
の　

西す

い

か瓜
の
尻
を　

撫
で
に
け
り　
　

須
崎　

行
雄

潮し
お
さ
い騒

を　

聞
き
つ
つ
今
日
の　

七し

ち

へ

ん

げ

変
化　
　
　

湊　
　
　

貞

音
も
よ
し　

合
格
ラ
ベ
ル　

西す

い

か瓜
買
ふ　
　
　

真
砂　

笑
子

は
に
か
み
て　

乱み
だ

る
る
裾す

そ

や　

初は

つ

ゆ

か

た

浴
衣　
　
　

浜
浦　
　

清

湯
上
り
の　

梅ば
い
し
ゅ酒

と
ろ
り　

五
年
物　
　
　
　

川
端
り
つ
子

紫あ

じ

さ

い

陽
花
や　

隅す

み

だ田
の
花
火
と　

名
づ
け
け
り 

榎
本　

宣
子

里
の
宵よ

い　

二ふ
た
こ
え
み
こ
え

声
三
声　

青あ

お

ば

ず

く

葉
木
菟　
　
　
　
　

向
井　

春
羊

梅
雨
つ
づ
く　

墨す

み

え絵
の
ご
と
く　

山や
ま

煙け
む

る　
　

桧
作　

豊
子

子こ

蟷か
ま
き
り螂　

一
本
立
ち
の　

早は

や
気き

は

く魄　
　
　

和
田　

一
潮

田た

草ぐ
さ

取
る　

姉あ
ね

さ
被か

ぶ

り
の　

漢
お
と
こ

か
な　
　
　

  

大
川　

青
螺

県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会県消防操法大会
市木分団が活躍する

※
向
っ
て
左
か
ら

・
冨
士
本
伸
也
（
指
揮
者
）

・
大
和
田
勝
義
（
一
番
員
）

・
藤
田
信
吾
（
二
番
員
）

・
檜
作
信
也
（
三
番
員
）

・
瀬
古
勝
信
（
吸
管
補
助
員
）

・
西
敏
勝
（
補
欠
）

出
場
メ
ン
バ
ー
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人  口 10,115人（＋   1人）
　  男 04,732 人（＋   7人）
　  女 05,383 人（－   6 人）

世帯数 　4,353 戸（＋   7 戸）

８月１日現在の人の動き
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
の
取
材
で
、

世
界
的
に
も
知
ら
れ
る
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
演
奏
を
聴
け
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
▼
招
待
さ
れ
た
小
学
生
、

中
学
生
も
、
本
物
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
が

聴
け
、
貴
重
な
経
験
を
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
▼
ベ
ス
ト
テ
ン
世
代
の
私
の
小
・

中
学
校
時
代
の
と
き
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
は
音
楽
の
授
業
で
聴
く
程
度
で
、
ま

っ
た
く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

年
を
重
ね
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
つ
の

ま
に
か
自
然
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
も
少
し

聴
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
聴
く

だ
け
で
、
心
地
よ
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
や
癒
し
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

ま
す
▼
考
え
て
み
る
と
、
子
供
の
こ
ろ

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
か
癒
し
を
必
要
と
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
で
、
最
近
の

自
分
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
良
さ
が
分
か

っ
て
き
た
年
齢
に
な
っ
た
訳
で
な
く
、

お
そ
ら
く
、
本
能
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
や

癒
し
を
求
め
る
年
齢
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
だ
と
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
て

き
ま
し
た
▼
皆
さ
ん
も
ゆ
っ
く
り
と
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

♥  阿田和 

♥

泉　杏
あんな

奈ちゃん

圭さ
ん・優子さ

ん

徳本　太
たいち

一く
ん

政敬さ
ん・しのさ

ん

平成18年6月1日～30日届出分

は
じめ

まして

♥  神志山 

♥

種村　浩
こうたろう

太朗く
ん

浩さ
ん・亜紀子さ

ん

花井　紫
しづく

月ちゃん

健人さ
ん・奈緒さ

ん

中村　天
てんかい

海く
ん

和貴さ
ん・リエさ

ん

カラフルピーマンと
鶏肉のエスニック炒め
材　料（４人分）

健康逸品 この一品

黄ピーマン･･････････１ヶ　　オリーブ油････････大さじ２弱

赤ピーマン･･････････１ヶ　　　ピーナッツバター･･大さじ２

青ピーマン･･････････５ヶ　　　甘味噌････････････大さじ１

鶏肉むね肉（皮なし）･･ 200 ｇ　　濃口醤油･････小さじ１・1/2

　塩････････････････少々　　　みりん････････････大さじ２

　こしょう･･････････少々

作 り 方

メニュー提供：御浜町食生活改善推進協議会

① ピーマンはへたと種をとりのぞき、それぞれ一口大の乱
切りにする。

② 鶏肉は一口大のそぎ切りにし、塩、こしょうで下味をつ
ける。

③ ピーナッツバター、味噌、醤油、みりんを合わせておく。
④ フライパンにオリーブ油を熱し、鶏肉を炒める。
⑤ 鶏肉にほぼ火が通ったらピーマンを入れて炒め、③を加
えてからめる。

※中村さんは５月届出
分です

【
日
時
・
場
所
】

①
伊
勢
・
奥
伊
勢
大
会

・
10
月
21
日　

伊
勢
市
～
玉
城
町
（
13
㎞
）
※
１
日
の
参
加
可

・
10
月
22
日　

玉
城
町
～
多
気
町
～
大
台
町
（
27
㎞
）

②
奥
伊
勢
・
紀
北
大
会

・
11
月
３
日　

大
台
町
～
大
紀
町
（
26
㎞
）

・
11
月
４
日　

大
紀
町
～
紀
北
町
（
20
㎞
）

③
紀
北
大
会

・
11
月
18
日　

紀
北
町
～
尾
鷲
市
（
21
㎞
）

・
11
月
19
日　

尾
鷲
市
～
尾
鷲
市
賀
田
町
（
19
㎞
）

④
紀
北
・
紀
南
大
会

・
11
月
25
日　

尾
鷲
市
～
熊
野
市
（
15
㎞
）

・
11
月
26
日　

熊
野
市
～
御
浜
・
紀
宝
町
～
速
玉
大
社
（
29
㎞
）

【
募
集
人
員
】
各
大
会
先
着
80
名
（
２
日
間
通
し
て
参
加
）

【
参
加
費
】
各
大
会
１
，
５
０
０
円
（
2
日
間
）

【
募
集
期
間
】
９
月
１
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

†
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
古
道
伊
勢
路
踏
破
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

☎
０
５
９―

２
２
４―

２
１
９
３
（
担
当　

川
添
・
森
）

熊
野
古
道
伊
勢
路
踏
破
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催

熊
野
古
道
伊
勢
路
踏
破
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催


